
奈良公園の保護と新たな周遊連携

１．１３００年承継の奈良の宝を守る・・・・・・ 天然記念物「奈良のシカ」と特別天然記念物「春日山原始林」と水環境

２．未来に向け、新たな「都」を創造・・・・・・ 奈良公園と平城宮跡歴史公園との連携

①天然記念物「奈良のシカ」を守る

現在行っている対策

②特別天然記念物「春日山原始林」を守る

現在行っている対策

③水環境を守る

現在行っている対策

天然記念物「奈良のシカ」の保護管理のため、４つの地区区分と各重点施策

重点保護地区（A地区） シカとの接し方の普及啓発

保護地区（B地区） 春日山原始林の森林更新のための植生保護柵設置

緩衝地区（C地区） 農業被害防止のための防鹿柵設置

管理地区（D地区） 第二種特定鳥獣管理計画に基づく管理（C地区より外、旧奈良市内）

奈良県

神奈備山として、平安時代より伐採狩猟が禁止
された結果、独自の景観を維持してきた。
しかし、シカの過剰な採食による樹木の更新不良など
原始林が変容していることが明らかとなっている。

原始林内に植生保護柵を３４カ所設置し、
後継樹を育成中

水流の調査とともに、鹿苑の浄化装置設置に
向け工事に着手

奈良公園内に看板設置、
パトロールによる注意喚起を実施

注意喚起が浸透せず、知識の乏しい観光客の安
易なふれあい方が、人身事故、さらにはシカの
死亡を誘発している。

公園に到着する前の事前周知（公共交通機関等）、
さらには公園内での周知徹底の方法の提案

原始林内には定住しているシカが存在すること
は周知されているものの、その把握は困難。
両者の共存のためには、その生態の把握が必要。

原始林内を生活拠点としているシカの頭数把握と
行動パターンのデータ収集を行い、効果的な施策
の提案

複数水路による分水により、地表水が渇水期に
は１㍑/秒程度と脆弱であり、地表水だけでは
水質の浄化は困難。

周辺には、地下水の揚水装置を付設した施設も
存在することから、流入量を増やす方法の
検討・提案

課題 課題 課題

今回の依頼 今回の依頼今回の依頼

人間は、鹿せんべい等おいしいものをくれる。
しかし我々は野生であり、春の子育て期、秋の発情期
は神経質になっているので注意してもらいたい。

奈良公園内の「鷺池」は、浮見堂と一体となった景観
とシカが集まることで人気のスポット。
しかし、これら池の水源は春日山原始林からの地表水
で、流入量が少なく、また上流部に位置するシカの保
護施設「鹿苑」からの排泄物が水質汚濁を招くなど、
水環境が悪い状態。



奈良公園の保護と新たな周遊連携 奈良県

鹿区画
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発情期注意張り紙
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西側エリア

大宮通り（国道３６９
号）

「あをによし ならのみやこは さくはなの におうがごとく いまさかりなり」
１３００年前の平城京は誰の目にも美しい都であったことが、現存する多数の社寺や街の区画からも伺うことができます。

都の中心であった平城宮は、１３００年前の姿を復原中で、一期整備として平城宮跡歴史公園がオープンし、市民、観光客の憩いの場となっています。
この平城京において、「奈良県コンベンションセンター」、「奈良公園バスターミナル」といった新たな観光交流拠点施設が順次オープンしました。

奈良公園の集客が、西方（平城宮跡、薬師寺等）に回遊できていない。
このため、古の都平城京をバックボーンとし、各施設を連携させることによる面的な情報発信を行い、新たな「都」を創造したい！

奈良時代の都「平城京」に新たな観光交流拠点の整備

新たな「都」の創造により課題を克服したい！

東側エリア

平城京

奈良公園バスターミナル奈良県コンベンションセンター

平城宮跡歴史公園
（朱雀門ひろば）


